
「河川堤防において、除草後の徒歩点検に変えて変状箇所(モグラ穴等)を計測できる技術」の性能評価項目と試験方法（案） 別紙－１

内容

計測に要する時間
（準備、撤収含む）

昼間の作業時間内に準備、計
測、撤収が可能なこと

― ―

計測データから変状箇所を抽出
するまでに要する期間

計測後速やかに変状箇所の
抽出が可能なこと

― ―

B-2
気象・現場
条件適応性

計測時における現場条件、気象
条件への適応性能

― ―

B-3 経済性
計測及び計測結果の整理（変状
の抽出等）に要する費用（労務
費、直接経費等）

― ―

C-1
作業員の安
全性

計測中における作業員への危険
性が無いことが確認できる

― ―

計測前に特別な許可が不要又は事
前に許可手続きが可能で計測に支
障が無いこと

―

計測中に規制が不要又は事前に規
制手続きが可能で計測に支障が無
いこと

―

騒音、振動に関する各種法令の基
準値を遵守していること

―
騒音規制法
振動規制法

Ｄ-1
堤防形状の
再現性

計測する堤防の形状の再現性を
確認する

計測する堤防の形状を点群
データにより再現できること

点/㎡
前回の計測結果と比較できる再現
性を有すること

―

Ｄ-2
堤防変状箇
所の抽出率

変状の有無を計測する
実際の変状箇所と計測により
変状箇所として抽出された変
状箇所数の比率

％
目視点検と同程度又は同程度以上
に堤防の変状箇所を計測により抽
出できること

抽出率が高い方が高性
能

長さ ｃｍ

幅 ｃｍ

高さ（深さ） ｃｍ

変状箇所の位置を計測する
実際の変状箇所と計測により
抽出した箇所との位置の差異

ｍ
計測結果から変状の位置を容易に
確認できること

Ｅ-1
計測結果の
可視性

変状箇所の現地状況を確認でき
る資料を記録する

Ｅ-2
計測結果の
汎用性

計測結果を堤防の点検結果の
評価等に活用する

※その他の性能は、個別の現場での必要に応じて、求める性能の内容•程度を判断する。

計測結果の記録（アウトプット等）により、変状箇所の現地状況、位置、写真等の
データを同時に計測及び記録できるか確認する

計測中の騒音、振動の大きさ
計測中に計測機器が発する騒音、振動を確認する（計測機器の基本性能で実
証済のものは現地での確認は不要）

安全性

計測中の作業員への危険性が無いこ
と

技術内容確認時及び現地の計測時に確認する

C-2
周辺環境へ
の影響

計測前、計測中における周辺環
境への影響有無について確認
する

計測前に特別な許可の必要性の有無
計測前に必要となる特別な許可の必要性について事前（技術内容確認時）確認
する

計測中における規制の有無 計測時に必要となる規制の必要性について事前（技術内容確認時）確認する

堤防の点検結果の評価等に必要な計
測結果（位置図、写真等）を取得でき
ること

効率性

B-1
時間的効率
性

1000
㎡当
たり

現地の計測時に確認する

計測後に変状箇所を抽出して、根拠データの提出までに要した時間（期間）で
確認する

計測現場条件及び気象条件の制約
条件を確認

技術内容確認時において計測現場条件（法面勾配、天端幅等）及び気象条件
（風、雨、気温等）の制約条件を確認する

1000㎡当たりの計測及び計測結果の
整理に要する費用

技術内容確認時において経済性を確認する

変状記録
の可視性

変状箇所の状況が画像等で記録で
き、その記録により変状箇所の状況が
確認できること 変状箇所の計測結果が画像等によ

り表現、記録され、堤防の点検結果
の評価等へ活用できること

―

参考資料１

計測性能

・計測結果の点群密度及び前回（既存）の計測断面と再現性を確認する
・計測の詳細は、地上レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル（案）に準ず
る

・計測結果により得られた堤防の変状について、前回（既存）の計測結果と比較
し変状の有無、規模、位置を確認する。
・また、変状の有無と位置については、現地にて目視でも確認する

Ｄ-3
堤防変状の
計測精度

変状の状態を計測する
前回の計測結果と比較し変状が判
ること

―

備考
項目

基本性能 A-1 計測内容
「土堤」の除草後に行う徒歩によ
る目視点検に変えて堤防の変状
を計測する

徒歩による目視点検に変えて堤防の
変状を計測できること

目視点検と同程度又は同程度以上
の変状を計測できる性能 を有し、変
状箇所の位置情報、規模等も確認
できること

―

・計測により求める堤防の変状は、堤防の地表が変状した状況を捉えることとす
る
・地表が変状した状況とは、堤防の計画断面との差、あるいは前回計測断面との
差が生じた状況とする

性能種別
性能評価項目

性能評価指標 要求水準 性能評価 試験方法・条件
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